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1.適応日 （ 平成 19 年 7 月 9 日 ）

2.利用接続方式

　当社は、現行先物・オプションを以下の方式で利用しています。

□ オンラインリアルタイム方式で接続し利用する

（ □ 当社が直接接続する □ 計算会社を経由して接続する ）

□ ファイル伝送方式で接続し利用する

（ □ 当社が直接接続する □ 計算会社を経由して接続する ）

□ 統合Webを接続して利用する

※既存で利用している先物・オプションの接続方式からは変更できません。

3.参加形態

　当社は、以下の形態でギブアップ制度、業務確認試験に参加します。

□

□

□

□

□

4.届出（その他）

　当社は、決済照合システムを利用するに当たり、下記の事項を別紙にて届出いたします。

■

□

□

□

□

業務確認試験に参加します

業務確認試験に参加しません

制度参加形態 業務確認試験参加有無

運用会社

信託銀行

□ 注文執行証券会社

ギブアップ利用届出書【清算執行証券会社用】

先物・オプション

テスト責任者

様式番号 書類の名称

テスト責任者

様式1-7-1 取扱責任者届出申請書

清算執行証券会社

業務確認試験に参加します

決済照合システム　ギブアップ利用申請書兼業務確認試験申込書

＜㈱証券保管振替機構からの個人情報の取扱いに関するご連絡＞
　㈱証券保管振替機構（以下「当社」といいます。）は、本申請書に記載された個人情報を、決済照合システムに関する事務連絡を行うため、下記
担当者と当社担当者又は他の決済照合システム利用者から当社へ届出された担当者との間で共同利用します。なお、当該個人情報は、本目的以外で
の目的では使用せず、また共同利用する者以外の第三者への提供は行いません。この場合の下記個人情報の管理責任者は当社が努めます。
　当社の取扱う個人情報、当社の個人情報保護方針など当社の個人

1

　 当社は、有価証券等の決済条件の照合等に関する規則第6条の規定に基づき、決済照合システムの利
用変更（ギブアップの利用追加）、業務確認試験について下記の通り申請いたします。

様式1-9-1 ファンド・SSI登録連絡者申請書

様式3-1-7 ギブアップ利用届出書【注文執行証券会社用】

様式3-1-8
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